
日本シルク学会会則 

（名称） 

第１条 本会は、日本シルク学会と称する。 

（本部） 

第２条 本会の事務局は、東京都新宿区百人町 3-25-1（財）大日本蚕糸会蚕糸科学研究所内に置

く。 

（目的） 

第３条 本会は、製糸からシルク製品及び絹蛋白質利用に至るシルクに関する科学技術の向上、

知識の啓発、研究成果の普及を図りシルク産業の発展に寄与することを目的とする。 

（事業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

１．日本シルク学会研究発表会の開催。 

２．日本シルク学会誌並びに研究発表要旨集録の発行。 

３．日本シルク学会賞の授与。 

４．シルクの科学・技術に関する調査研究会、講習会、講演会、研究会、懇談会の開催。 

５．会員が行う調査・研究の連絡並びにこれに対する後援。 

６．関係機関との連絡並びに協力。 

７．その他本会の目的達成に必要な事項。 

（会員） 

第５条 本会は、第３条の趣旨に賛同する個人（正会員）及び団体（賛助会員）並びに本会が推薦

した者（名誉会員）をもって組織する。 

（役員） 

第６条 本会に次の役員を置く。 

会長   １名 

副会長  ２名 

監事   ２名 

常任委員 ８名 

委員   定員については役員選挙細則に定める。 

（役員の選任） 

第７条 委員は会員中より選挙で選出し、会長、副会長、監事及び常任委員は委員の互選により

選出する。これらの役員の選出方法は役員選挙細則に定める。 



 

（役員の職務） 

第８条  

１．会長は本会を代表し、会務を総括する。 

２．副会長は会長を補佐し、会長事故ある時はこれを代理する。 

３．常任委員は庶務、会計、編集その他の業務を分担し、会務を執行する。庶務を担当する

常任委員は事務局長を兼務し、会長の指示に従い事務局の運営業務に従事する。 

４．委員は必要に応じて会務の執行に参加する。 

５．監事は本会の会計ならびに業務の執行状況を監査する。 

（役員の任期） 

第９条 役員の任期は、通常総会から翌々年の通常総会までとする。ただし、再選を妨げない。 

補欠選任された者の任期は前任者の残任期間とする。 

（名誉会員及び顧問） 

第１０条 第５条にいう名誉会員はシルクに関する科学技術の進歩に貢献し、又は会の運営に大

きな貢献をした者で、委員会において推薦された者とする。 

本会に顧問を置くことができる。 

顧問は会の運営に助言する有識者で、委員会において会の運営に貢献した正会員の中から選

任された者とする。 

（幹事） 

第１１条 本会に幹事若干名を置く。 

幹事は、会長の委任に基づき事務局を構成し、事務局長とともに庶務、会計、編集その他の

会務に従事する。 

第９条の規定は幹事に準用する。 

（総会） 

第１２条 総会は、通常総会及び臨時総会の２種とし、会長がこれを招集する。 

通常総会は、毎年１回これを開き、臨時総会は、会長が必要と認めたとき、又は監事、もし

くは正会員５０名以上から会議の目的を示して、総会招集の請求があったときにこれを開く。 

通常総会では、次の事項を審議する。 

（１）会則の改正に関する事項。 

（２）庶務・会計に関する事項。 

（３）委員及び監事に関する事項。 

（４）事業経過並びに計画に関する事項。 



 

（５）その他会長が必要と認めた重要事項。 

第１３条 総会の招集は、少なくとも会期２週間前までに会議の目的、場所及び日時を明示して

正会員にこれを通知しなければならない。 

第１４条 総会の議長は、会長がこれに当たる。 

第１５条 総会は、正会員現在数の５分の１以上が出席しなければ、その議事を開き議決するこ

とができない。ただし、当該議事につきあらかじめ書面をもって意見を提出し、又は出席正会

員にその権限を委任した者は、出席と見なす。 

総会の議決は、出席正会員の過半数の同意をもって決する。可否同数の時は議長がこれを決

する。 

（委員会及び常任委員会） 

第１６条 この学会に委員会を設け、会長、副会長、監事、常任委員及び委員をもってこれを組

織し、会長が招集する。 

委員会では、次の事項を審議する。 

（１） 総会に提出する議案。 

（２） 会長・副会長・常任委員の選任並びに解任に関する事項。 

（３） 規程及び細則の制定。 

（４） 日本シルク学会賞の承認。 

（５） その他会長が必要と認めた事項。 

第１７条 第１３条ないし第１５条の規定は委員会にこれを準用する。ただし、正会員とあるの

は委員会構成員、５分の１以上とあるのは２分の１以上と読み替える。 

第１８条 この学会に常任委員会を設け、会長、副会長、監事及び常任委員をもってこれを組織

し、会長が招集する。 

常任委員会では、次の事項を審議する。 

（１） 委員会及び総会に提出する議案。 

（２） 会務執行に必要な事項。 

（３） その他会長が必要と認めた事項。 

第１９条 第１７条の規定は常任委員会にこれを準用する。ただし、委員会構成員とあるのは常

任委員会構成員と読み替える。 

（編集委員会及び賞選考委員会） 

第２０条 本会に編集委員会及び賞選考委員会を置く。その設置の詳細については規程及び細則

による。 



 

（経費） 

第２１条 本会運営の経費は、会費、寄付金その他の収入をもってこれにあてる。 

（会計年度） 

第２２条 本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日とする。 

（規程及び細則の制定） 

第２３条 この会則の施行に必要な規程及び細則は委員会の議決を経て別に定める。 

（会則の改正） 

第２４条 この会則は総会の決議によって改正することができる。 

附 則 

（施行） 

１．この会則は昭和３９年１１月１７日から実施する。 

２．この会則は昭和６２年１２月４日に一部改正する。 

３．この会則は平成４年４月１日に一部改正する。 

４．この会則は平成４年１２月４日に一部改正する。 

５．この会則は平成６年１２月２日に一部改正する。 

６．この会則は平成７年１２月１日に一部改正する。 

７．この会則は平成８年１２月６日に一部改正する。 

８．この会則は平成１０年１２月４日に一部改正する。 

９．この会則は平成１２年１２月１日に一部改正し、平成１３年４月１日から実施する。 

１０．この会則は平成１５年１２月５日に一部改正する。 

１１．この会則は平成１７年１２月２日に一部改正する。 

１２．この会則は平成２０年１２月５日に一部改正し、平成２２年４月１日から施行する。 

１３．この会則は平成２２年５月２８日に一部改正する。 

１４．この会則は平成２３年５月２０日に一部改正する。 

１５．この会則は平成２５年５月３１日に一部改正する。 

＜参考＞会費に関する規程 

第１条 本会正会員及び賛助会員は、会則第２１条にいう会費を年額で拠出する。ただし、既に

納入した会費は返還しない。 

第２条 会費の年額は、正会員は 2,000円、賛助会員は１口 5,000円とする。 

附 則 この規程は、平成１３年４月１日から実施する。 


